
企業の生産活動 

                                 

生産要素の    生産要素の投入       ⇒ 生産工程 ⇒ 生産物の産出     生産物の 

購入  ⇒    固定的投入物 K 0 (稼働時間)             Y        ⇒ 販売 

        可変的投入物  L (労働時間) 

  L＊                                      Y＊    

            ⇓   

        Ⅰ 生産の技術的関係         Ⅱ 生産の経営的関係 

                      

            生産関数   f ⇔V＝f －1      費用関数 

           (生産物曲線)    (f の逆関数)   (総費用曲線) 

            Y＝f (L，K0)              C＝C0＋V(Y ) 

             ⇓                    ⇓   

 Ⅳ 生産要素価格 w，ｒ，生産物価格 p  Ⅲ 生産物価格所与 p のもとで  

         所与のもとで利潤π最大化         利潤π最大化 

       max π＝pY－（ｗL＋rK0）            max  π＝pY－C 

             ｛L｝   ＝pf(L，K0) －（ｗL＋rK0）         {Y }       

                      所与 p，w，ｒ                    所与 p 

            ⇓                     ⇓ 

       企業の生産要素（労働）需要関数       企業の生産物供給曲線 

          L＝L(p,w)                     p＝q(Y ) 

            ⇓                     ⇓ 

         労働市場需要曲線            生産物市場供給曲線 

            表 3.1 企業の労働需要と生産物供給の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

     価格 p                  限界費用曲線 MC 

                                                         

                       平均可変費用曲線 AVC 

          平均費用曲線 AC 

                             

p0                                     

                                             限界収入線 

                                               

                                              

      

0             S B E                   生産量 Y 

 

  

 

 

総費用曲線 C＝C
0
＋V 

総収入線 R＝pY  

数量 Y 

図 3.1 利潤最大化 
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可変費用曲線 V 

図 3.2 p0＝MC の均衡点 E，損益分岐点 B，操業停止点 S 


